












































以下、まずはこの二つの基本史料について簡単に紹介しておく　『立庵詩鈔』は立庵が没した約半年後の明治四五年（一九一二）一月に刊行されており、奥付には、編次兼発行者が在清国天津中村常三郎、印刷所が大阪市東区本町一丁目三十番地屋敷大阪国文社、印刷者が中山宗次郎とある。巻首に立庵の肖像写真を掲げる。巻上と巻下はそれぞれ「晴猟雨読園賸稿」 、 「庚子游蘇詩稿」と題され、巻末には「坿録諸家応酬作」及び周岸登序を収録す 一方 『立庵遺稿』は、大正六年（一九一七）五月に刊行 巻一から巻四が上冊で漢詩を収める。巻一と巻三は詩鈔巻上の「晴猟雨読園賸稿」 び巻下の「庚子游蘇詩稿」を収録。巻二は「虞山唱酬集」と題され、 鈔にはその中の一首のみ める。巻四は特に題 付され ないが、日本人に贈った漢詩がその大半を占め 最後に詩鈔巻末の






詩集』 （大正七年、一九一八年刊）が現存する。明治三三年（一九〇〇） 、鳴渓は上海に渡航し、東亜同文会が創設した上海東亜同文書院（もと南京同文書院、院長は根津一）の教師兼舎監を務めたが、明治三七年（一九〇四）には、袁世凱により保定軍官学堂の翻訳官 して招聘された
（８）
。ちょうどこの頃、 『亜東時報』はすでに廃刊となっており、立庵も保定軍官学堂
に職を奉じていたため、立庵とは恐らくこれをきっかけに親交を深めたのであろう。鳴渓との唱和の作として、遺稿巻四に「訪西田鳴渓於保定時逢中秋置酒賞月酔作」 、 「戯題寫真贈西田鳴渓」 、 「鳴渓飲千代本楼有詩見寄感旧而作」三首を収める。また鳴渓の作として、立庵死去の際に詠んだ輓詩「哭山根立庵」が、 『対支回顧録』の鳴渓の列伝に収められている
（９）
。遺稿




庵遺稿』は、白岩がそ 編集を終えた段階で、東亜実進社 角谷に出版を委託し、刊行される運びになったものと推測される。詩鈔、遺稿ともに「非売品」 刊行されたも であり、現在は ず も 橋大学附属図書館に所蔵がある。また述したとおり 詩鈔所載の詩作は後に刊行された遺稿に全 再収録され おり、文献的価値として 遺稿の方が高いと言える。　
明治三一年（一八九八）六月、上海で『亜東時報』を創刊した立庵は、そこで健筆を揮う傍ら、清国人士や在清活動家と














































































































































































































































































































































買い、長沙王の太傅 左遷され 。賈誼が左遷先の長沙に到り、自らの不遇を、世 用いられなかった憂国の詩人屈原に重ね合わせて、 「弔屈原賦」を作ったことはよく知られている。　
維新運動の挫折に対するこのような慨嘆の情は立庵の漢詩からも見て取ることができる。常熟で詠んだもの はないが、





















































































































































































































































































































































































































































































































































生、一東亜の寓公にして、独り能く論説に託して以て時を諷し、詩文を著して以て世を警す。惜しまず大聲疾呼し、吾国人士のため当頭棒、清夜鐘を作す。これ余引いて知己となし、竊かに用って自ら愧じる所の者なり」と述べており、清末の知識人達からは、漢詩人としてだけでなく、変法改革の熱心 支持者・実践者としても広く認知されていたようである。まさにそのような清国の人士と艱難を共に る姿勢こそが、立庵を知己と看做 敬重する所以であったと丁序は い　
一方、周岸登は序の中で立庵について以下のように書き記している。




















































報』の創刊者李伯元、 「惜香」は駐上海総領事小田切万寿之助、 「淮陰」は大阪朝日新聞社上海特派員牧巻次郎を指す。また二首目 「汪甘卿」は文廷式の門人汪鍾霖を指し、 「文実甫」は文廷式の弟の文廷華のことであ 。
（
13）　
拙稿「清末江蘇省常熟的地方自治思潮與留日学生──『徐兆瑋日記』相関内容述評」 、王勇編『中 関係的歴史軌跡』 、上海辞書出版





































































































（ 21 ）— 118 —
Poems Exchanged between Yamane Ryūan and Ding Zuyin: With a Focus on 
Perceptions of Other Countries to Be Seen in Their Poems
Fukuda Tadayuki
This article examines the Chinese poems by the Meiji-era Japanese poet Yamane Ryūan 山根立庵 
(1861–1911) after he went to Qing China, especially the poems that he exchanged with the Chinese 
intellectual Ding Zuyin 丁祖蔭 (1871–1930) of Jiangnan 江南 . After his arrival in China, Ryūan 
associated with many writers and calligraphers on account of his outstanding knowledge of 
Chinese prose and poetry, and whereas in Japan he had been virtually unknown in Chinese 
poetry circles, he won high acclaim from Chinese scholar-officials.
　Ryūan was on friendly terms with Shiraiwa Ryūhei 白岩龍平 (1870–1942), a businessman who 
had established a steamship company in China, and in June 1898 he founded the Yadong shibao 
亜東時報 (East Asia Times) in Shanghai with Shiraiwa’s assistance, and as its editor-in-chief he 
had some influence on contemporary public opinion in China. His views as expressed in the 
Yadong shibao were consistently underpinned by full support for China’s political reform and self-
reliance, and this can also be seen in the many Chinese poems that he wrote. The poems that he 
exchanged with Ding Zuyin are gathered together in the “Gusan shōshū shū” 虞山唱酬集 included 
in vol. 2 of the posthumous collection of his writings entitled Ryūan ikō 立庵遺稿 . These poems 
were exchanged immediately after the One Hundred Days’ Reform in September 1898, and along 
with their friendship they also reflect their perceptions of issues of the day, such as the One 
Hundred Days’ Reform and the international situation regarding China.
　In this article, I analyze the meaning of these poems and examine the friendship between 
Ryūan and Ding, and I point out that his ideas about the rise of Asia, based on his support for 
China’s political reforms, can be inferred also from the poems that he exchanged with Ding. In 
addition, on the basis of the content of the forewords contributed by Ding Zuyin and Zhou 
Andeng 周岸登 to the Ryūan ikō I also consider the manner in which late-Qing intellectuals rated 
Ryūan as a writer of Chinese poems.
Keywords: Yamane Ryūan, Ding Zuyin, Ryūan ikō, “Gusan shōshū shū,” rise of Asia
